
 
 
 
 
 

 
 

【新しい生活が始まりましたね】 

桜舞う 4 月。入学式、進級、就職。みなさま、お

めでとうございます。新しい生活、新しい活動に胸

踊らせながら不安と期待を感じつつも邁進されてい

ることと思います。皆様がこれから通る道は、我々

「大人」が数十年前に通った道です。辛いこと、楽

しいこと、嬉しいこと、悲しいこと。すべてを味わ

うことになる人生という大きな道の中で、自分だけ

の経験を自らの糧として、未来に向けた物語をどう

ぞ紡いでください。今置かれた環境で、どれだけ頑

張れるのか？自分のやりたいことは何か？自分が進

むべき道は一体なんなのか？少しでも早く見つけて

充実した人生を送ってください。決して上から目線

で言うのではありません。「大人」としてではなく「先

輩」として、あなた達に夢いっぱい、幸せいっぱい

の人生を歩んでもらいたいのです。今踏み出した一

歩は未来のあなたにつながっています。休んでもい

い、見回してもいい。あなたのペースで素敵な人生

を送っていただきたい。メッセンジャースタッフ一

同、心より願っています。 

 

 

 

早い桜の開花と満開終息の予感。なんとなく誘われて参加

した同級生との食事会。思いのほか早く経つ時間と進むお酒

に不覚にも終電終バスもとっくに出てしまう。数十年ぶりの

千鳥足での真夜中散歩帰宅。地面は斜めに、自分が真っすぐ

歩いてるかもわからない。「こんなの何十年ぶりだろう？」と

考えるさなかに吹く夜風の気持ちよさ。懐かしい記憶が蘇り

ちょっとだけ感傷的な気分になるのは、人生 50 年と言われ

た時代から考えれば、もう終局を迎える年齢に差し掛かって

いるからかもな、などと柄にもなく考える。人生の走馬灯の

予行演習かと思いつつ足を止めた川沿いで見る散りかけの

桜。高速道路の灯りに照らされて。もう早くは走れないけれ

ど、もう少し歩いてみるかなと思う 4 月の夜でありました。


